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辺の 340 万 ha 程度に限られる．しかも年平均降水量は北部で約 200mm，南部では 2mm（アスワン）に
過ぎないため，エジプトにおける再生可能水資源量は，１人当たり 40m3/ｙと非常に厳しい状況にあ 
る．現実にはナイル川の上流域国からの越境流入水に大きく依存しており，隣国スーダンとの国際水



















 この課題では，塩類濃度が 1.9 dS m-1程度の混合水（MW）と 4.7‐5.2 dS m-1程度の排水（DW）の適
用と水管理が，水稲の生育と収量に及ぼす影響について解明した．その結果に基づき，塩性土壌下で













間流量の増加は圃場適用効率，分配効率の改善に大きく寄与し，畦間流量 4 L s-1 m-1のサージ流（サ
イクル比= 0.50）の場合に水使用効率が最大（1.30 kg m-3）となること等を明らかにした． 
 本研究の一連の成果・知見は，エジプト・ナイルデルタ地域の灌漑農業の抱える問題に真摯に取り
組み，地道なフィールド実験を重ねることによって得られた貴重なものである．内容は非常に広範に
わたり，同地域における持続可能な灌漑農業開発に，大いに貢献するものと期待される．よって，本
論文は，博士（農学）の学位論文として十分な価値を有するものと判定した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
